
第
三
十
四
条
の
二
十
六
の
六

短
期
入
所
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
（
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
介

護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。）と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
十
六
の
六

短
期
入
所
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
（
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す

る
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。）と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
十
六
の
七

生
活
介
護
、
短
期
入
所
又
は
自
立
訓
練
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の

主
務
省
令
で
定
め
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護（
介

護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
四
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
う
。）と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
十
六
の
七

生
活
介
護
、
短
期
入
所
又
は
自
立
訓
練
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
（
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
四
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
う
。）と
す

る
。

（
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
）

（
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
十
四
条
の
二
十
七

法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
十
四
条
の
二
十
七

法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
の
届
出
）

（
業
務
管
理
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
の
届
出
）

第
三
十
四
条
の
二
十
八

指
定
事
業
者
等
は
、
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
、
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市

若
し
く
は
中
核
市
（
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
市

長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
厚
生
労
働
大
臣
等
」
と
い
う
。）に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
二
十
八

指
定
事
業
者
等
は
、
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
管
理
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
、
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
（
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条

の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
市
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
厚
生
労
働
大
臣
等
」

と
い
う
。）に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
都
道
府
県
知
事
の
求
め
に
応
じ
て
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
こ
ど
も
家

庭
庁
長
官
、
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中

核
市
の
市
長
に
よ
る
通
知
）

（
都
道
府
県
知
事
の
求
め
に
応
じ
て
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
厚
生
労
働

大
臣
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
市
長
に
よ
る
通
知
）

第
三
十
四
条
の
二
十
九

法
第
五
十
一
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
、
厚
生
労
働
大
臣
若

し
く
は
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
市
長
が
同
条
第
一
項
の

権
限
を
行
っ
た
結
果
を
通
知
す
る
と
き
は
、
当
該
権
限
を
行
使
し
た
年
月
日
、
結
果
の
概
要
そ
の
他
必
要
な
事

項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
二
十
九

法
第
五
十
一
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は

中
核
市
の
市
長
が
同
条
第
一
項
の
権
限
を
行
っ
た
結
果
を
通
知
す
る
と
き
は
、当
該
権
限
を
行
使
し
た
年
月
日
、

結
果
の
概
要
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
お
け
る
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
、
厚
生

労
働
大
臣
若
し
く
は
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
市
長
に
よ

る
通
知
）

（
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
お
け
る
厚
生
労
働
大
臣
又
は
指
定
都

市
若
し
く
は
中
核
市
の
市
長
に
よ
る
通
知
）

第
三
十
四
条
の
三
十

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
、
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大

臣
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
市
長
は
、
指
定
事
業
者
等
が
法
第
五
十
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
事
業
者
等
の
指
定
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
の
三
十

厚
生
労
働
大
臣
又
は
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
市
長
は
、
指
定
事
業
者
等
が
法
第
五

十
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
事
業
者
等
の
指
定
を

行
っ
た
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
五
十
一
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事

項
）

（
法
第
五
十
一
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
事
項
）

第
三
十
四
条
の
三
十
二

法
第
五
十
一
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主

務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
三
十
四
条
の
三
十
二

法
第
五
十
一
条
の
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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